
 

静岡市の茶匠が丹精込めて仕上げた銘茶をご堪能いただきながら、清水芸妓の舞をお楽しみいただけます。 

秋の午後のひととき、寛ぎと癒しの時間をお過ごしください。 

 

 

≪第１日目 １０月３日（金） １４時００分～１５時３０分≫ 

   １４時００分～  茶席 

   １４時３０分～  清水芸妓の舞 

 

≪第２日目 １０月４日（土） １４時００分～１５時３０分≫ 

   １４時００分～  茶席 

１４時３０分～  清水芸妓の舞 

  

 

 

【会場】 駿府城公園内 紅葉山庭園茶室  各日３２席限定（先着順） 

 

【参加費】 ８，０００円（税込） 茶席・清水芸妓の舞鑑賞・菓子折り付 

 

【申込方法】下記宛にお申込後、ご入金手続きをお願いいたします。ご入金が確認でき次第、 

申込完了となります。お名前とお電話番号をご記載ください。※お問合せも下記へ。 

 電話…054-271-1955  FAX…054-254-5055  メール…shizuoka-cha@ny.tokai.or.jp 

 

【お支払方法】 

 銀行振込、または直接支払いでお願いいたします。お支払確認後、申込み完了となります。 

 ご入金後のキャンセルはお受け付けできません。 

【銀行振込・振込先】静岡銀行 本店営業部 普 １１９１７１３  静岡茶商工業協同組合 

【直接お支払】静岡市葵区北番町８１ 静岡県茶業会館１階 静岡茶商工業協同組合にお越しください。 

※現金及び電子決済対応 

静岡伝統芸能振興会 

江戸時代、徳川家康は海上交通の要衝として巴川の河口に湊町（みなとまち）をつくった。湊町清水は物流の拠点として栄え、芸妓を抱

える置屋が集まる花街も形成された。その後江尻地区に移り、明治 30 年代清水港が国際貿易で発展すると清水のまちで商取引が盛

んになり、芸妓の歌や踊りは、商談の場を和ませ清水の経済発展を支える存在になった。その後大正から昭和初期には芸妓の数も増

えたが、太平洋戦争で打撃を受けた。昭和 26 年、全国初の芸妓の学校「清水芸妓学校」が開講し 150 人ほどの芸妓が集まったとい

われるが、徐々に減少し、昭和 48年に経済界の有志により芸妓を支援する現在の「静岡伝統芸能振興会」が発足した。 

静岡茶商工業協同組合 


